



























































































































































14｝ 装飾紋付き台座断片（花紋） 」，［YUイf 35．5×ll7．5＞：61cm
ll 装飾紋付き台座断片（花紋） 大」’｜艮イi 32×］51＼67Cn〕
1群
　　　【II構…】
12　　；虫L意自勺人」勿f象（nll方にウ：つ入．4『勿）
T：i ；虫∫，意n勺人．9勿f象（f麦メ∫に、t！ノ人、守勿）
1｜．15　イヒ糸1（付吟き十引寸ミ
　　　　“．i（∴1：が紐合わさってn〈）．12の人物像の
　　　ための台座となる
鉛を多く含んだ　　像高195Cm
フロンズ（1？）
卜’部にビストルフ・rのモノグラムあり
鉛を多く含んた“　　像高170Cn〕
フロンズ（：」｝
卜’部にビストルフィのモノグラムあり
f沙岩（2）　　　（各）20×125ン、178Cm
IG・17　イE糸∫（f寸き台1墾　　　　　　　　　　　　　　　　　f沙打（2）
　　　　．’，j‘∴r：が糸IL合わさってnoユ3の人物1象の
　　　ための台座となる
（各）20×］25入178Cln
これら1　7．t∴〔の周多亥1j・i孚き周多りは、．1▲∫↑措成された場合、
表されたビストルフィの作品6点と1～～1連付けられるt）。
次のようにa－fの記りで
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a：1
死の花嫁たち
Le　Spose　della　NIol＾te
l891．1－97t4’i
大理石
1．ガキエリ墓地礼」’ド堂Capella　Sel）olcl－ale
V．）chieri（．｜ヒィタリアFrascarol（．）L〔．｝mellina
所在）のための人理石浮き彫りD
a．1
b：1）・3
セガンティー二記念碑
IX．Ionumelハto　a　Giovam⊃i　Segant三11i，　St－
．Tx，loritz
1899－1906fl三
大理石
111fl家ジョヴァンニ・セガンティー二（1858
－ 1899）の死の直後から構想された作品。
カラーラ産大理イiに彫られている。本来マ
ロヤのセガンティー二の墓のためのモニュメ
ントとなるはずであった，結局1別7年に、ス
イスのサン・モリッツに創設されたセガンテf
一二美術館の庭に置力・れたが、以来、ビス
トルフィの代表作と兄倣されている。女性像
は物質から解き放たれた「美」：アルプス．
La　Belezza　libei’ata　della　Matei’ia；
L「Alpeと名付9けられ、．II［］岳の「美」1／　La
Belezza　della　Mon亡agna，ぐ∫｝11想の「美」、
真実．〃La　Belezza　delrldea、　la　V臼’ita，
《芸術．，’L’Arteなどとも1卜Fばれる。台座部分
の浮き彫りは左側｜r［iが．1／．fl然］・，　La　Natura
（セガンティー二のlii］名の油彩に基づく），叩
央IE　Ikiが、1羊’の行進、．．　Pr〈）cessiOne　di
PecOre（ジウゼッペ・ペリッツア・ダ・ヴォル
ペードの油彩。生の鏡’の構図の改変）．
右1則ll’liが．ミ、1画’家のj堂骸と芸術の女神～La
Salma　del　Pittore　c（．）n　la　l）ea　Arteある
いは：；、愛．．．DelrAIコ〕Ore（セガンティー二の泊
彩．．生の泉レ）傍らの愛の女神，．、；愛の女
神などのヒ題・構図を改変）と呼ばれる。
小サイズの習作がカザーレ・モンフェラート
11i、‘tl．芙郁「∬官、ミラノtl∫“r：」亙r℃）ミ1・断食］’｛f也に戸斤
蔵され、ほぼ同・1’法の大理イ：iによるレ・ブリ
カがローマ川立近代芙術窪i’∫にある（1915年
c二fi≡．者よ1）寄二ll曽）t＿
サン・モリッツ（スイス）、セガンティー二）ミ術館
b－2 b．：；
c：、1
アンヘロ・ヒオレロの墓碑》
N．工onmnento　Sepulci’ale　pel’Angel（）
GiOn’ello
lgo7・．13年
大川石
英推の葬儀．UFunerale　delFEroeある
いは「．労働の英雄の葬儀』Funerale
clell’Eroe　del　Lavoroとも11乎はこれる，
モンテヴィデオ（ウルグアイ）、公営墓地
c・1
39
d：5
恋人たち
（；li　AIMallti
l883－8．4　fF
芝居にモティーフをとった日芙な作風の作品，
石膏モテ“」レのみ現存（カザーレ・モンフェラ
ー ト市h‘1：美1ホ籏官）≧
d・5
e・li
t㌧7．S．　P
e：6x7．S．9，　lO，11
ドゥリオ家のための墓碑：思い掛によって
］愈された悲iしみ
E｛bnllmentc）Sel〕〔〕lcraleper　laFamig］ia
Durie，　Il　Dolore　Confortat（，　dalle
：　rernorie
1898fドヒ頁一1901イ1弘
ノく∫里石
1896年に逝去Lたジウゼ’ッへ・ドゥリオジ）た
めの江碑。1．［人な浮き彫りで表J：見された
「思い川」に対Lて、f’前には婦人像に擬人
化された「悲しみ」が立t・／t．ビストルフィの代
表作のひとつ。
トリノ（トリノ」］［交IS旧NIadonna　di　Campagna）、
公tii；f；墓」也
e；ドゥリオ家のための療碑：．ILI、い川によ一・て癒された悲しみ　トリノ、公営法地
f：12，ilS，1．1，15、16、17
アベグの墓碑
MOnUmento　Funerario　Abeg9
1912－13fF
大理石
”：4三と9ピ．．La　X，rittl　e　la　Morte、．lt）ヒにlfi’Jカ・
ってXJe　rs．　c｝la　Luce，．死の魅惑の虜とな
る生．．La　Vita　trascillata　dal　Fag，　cin〔：）
della　Morteとも呼ばれる．，白大理イi製台
座の1・．に二体のやはり　［’1人こユ里石に彫られた
；吏；1意r1勺ノs牛勿f象力丁．“Lつ．，
チューリヒ、公営墓地
f、IL）．13，11、15．1f3、］7
40
5．将来の展望
作品に関する調査は文字通り始まったばかりである。作品のおおよその同定
は今回文献、写真資料に基づいて行うことができたがもっとも基本的な問題
として、これらの作品を松方幸次郎が購入するに至った経緯の詳細は未だ
不明といってよく、さらなる資料の出現が待たれる。また、これらの作品のほと
んどは、すでに1918年の松方のイタリア旅行当時にはヒ“ストルフィの代表作
として有名であったと考えられることから、松方が彫刻家に依頼して新たに制
作されたレプリカないしはヴァリアントであると推測されるがその事を裏付け
るためには、「］本所在の作占～，と北イタリアを中心に各地にノ∴（在するオリジナル
の完成作や石膏原型（ほとんどがカザーレ・モンフェラー川∫立美術館に所
蔵される）とを丹念に比較のヒ、資料の探索が必要である。
さらに作，；「，保存の観点からすれば、こうした体積、重量ともに甚大な作品
の管理は、到底個人所蔵家の手の及ぶところではない。事実、所蔵家の方
の尽力にもかかわらず、現在に至るまで彫刻群はほとんど雨ざらしのままといっ
てもよく（ビニールの覆いが掛けられているにせよ）、ことに大理石はすでに劣
化が始まっている。
ほとんど四分の三世紀を経て奇跡的にも忘却の彼方から再び姿を表した
ビストルフィの彫刻群は、質、量ともに松方コレクションの失われた部分のイ
メージをを大きく膨らませる力を持っている。またそれらはイタリア近代美術史
を飾る代表的作例であり、H欧の文化交流史、ひいてはll本の近代史の貴
重な証人でもある。これらの作品が安住の地を得、さらには適切な形で公
開されるように、早急に何らかの策が講じられる必要があろう。
ll］セガンティー二、プレヴィアーティ、ビストルフィはしばしば、ヴェネツィアのビエンナーレ、トリノのト
リエンナーレを始め、内外の展覧会に出品したが19〔｝6年にはミラノで共iiilLてW展を開いている。
Mostra　de　Segantini，　Previati，　Bistolfi，　Galleria　Grubicy，　Milallo，1906
［2］明治期にお雇し・外国人として来日していたアントニかフォンタネージの肖像なども制作している
（18831tl三）。
：31いわゆる「ビストルフィスモ」と呼ばれることもある。ユ902fトのロダンとの出会いもその作風の変化に関
係があるとも考えられる。Sandra　Berresford，・’Bistolfi　et　il“Bistolfismo’∵in　Catlogo　della
mostra，　Bistθ4t）’：1859－1皇33’il　p（・t’c’oIsO　di　ttnθscttltore　si”iboklsta，　Casale　Monferrato．
Ch｛ostoro　di　S．Croce，　Palazzo　Laiigosco，ユ984参照。
［4］イタリア語原文を以下に記すロ“Nella　primavera　del’18　venne　espresg．　amente　in　Italia，
dove　il　Brangwyn　lo　aveva　cong．　igl　iato　di　cercare　opere　del　Segantini，del　I　lichet亡i　e　del
Bistolfi．1）el　Michetti　non　fu　possibile　aver　nulla，　ma　a　Torino　il　Matsukata　l）ote
acquistare　parecchie　cose　di　Leonardo　Bistolfi　ed　altre　ordinarne＿＿Gli　acquesti　fatti
dal正latsukata　in　Italia　rimasero　a｜ungo　impaccati　a　Genox’a　Presso　quel　Consolato　e　cli
la　fur〔mo　poi　spedittt　a　Tokio　appena　finita　l〔l　gruerra”（i，，Notizie　d’〆1｝’ltn　Opere　di
Bistolfi　e　di　Segantini　distrutte　dal　terremoto　al　Giappone》，　i；1　CθJ・i・i〈ere　del～a　S’e」γa．
Milano．15　settembre　1923，Annie－Paule　Quinsac，　S（xTaltti71i；Catair）gt」g‘・」ie」’rtie，　Milano，
1982、vol．IL　p．558に弓IJil）
：5］Francesco　Paolo　Michetti（1851－1929）ナポリ生まれの風景画家tt印象派風の筆致でIlに
アブルッツィ地方の風景を描いた。
16］以ドはこの記事の見川しである。「やっとiUrに出た川界ll勺名彫刻／税金が払えずト年を倉庫に／
イタリーで買ったもの／競売を免れ某氏へ」
〔7〕Anlle　Pingeot、　BistθU7L　att～θ～〃4c　sθηρ‘4“未公開論文。
：8］1927年の金融恐慌を待たずして、すでに1922でrにはJllTh，lj造船は呂：境に1箱っていた。越711裕tt
郎「松方コレクションについて」、展覧会カタログ1松方コレクション展’MIJirlii’，二博物館、1989年、
pp．114－115参！1｛｛e
［9］《Repertorio　Opere　Scultoree㌧inCatalc）go　dena　mostra，　oP．cit，　pp．215－302）iJNNの資料・
を参照した。
本報告1｛1：を、ll：〈にあたi）、　Illltl［1rltil定に関してこ助ノJいただいた、オルセーX術館彫刻剖；門i－1任研
究官アンス・バンジョー氏、ギュスターヴ・モロー美術館館長ジニヌヴィエーヴ・ラカンブル氏、カザー
レ・モンフユラー同いt美術館担’il官ジ土ルメーナ・マッザ氏に御礼中し・ヒげたい。
